
取扱説明書

このエアーグラインダーは、溶接等のバリ取り作業や面取り・下地ならし作業・その他全般の
研削作業を⾏うためのものです。

KAG-70/70G ＜エアーグラインダー＞

警 告 :  下記項目内容を⼗分理解の上、 本書をお読みください
■安全上の注意事項は、次の⾒出しを掲げております。いずれも安全に関する重要な内容を記載しています

ので、必ず守ってください。

このたびは「空研」製品をお買い上げいただきまして、 まことにありがとうごさいます。
エアーツールを安全に使用していただくために、 ご使用の前に必ず本書をよくお読みに
なり、 内容を⼗分にご理解の上、正しくご使用ください。

お買い上げの製品または本書の内容についてのご質問は、弊社もしくはお買い上げの販売店までお寄せください。

● 適正な空気圧⼒で使用してください。  
指定空気圧⼒以上での使用は製品の破損・事故の原因となりますので、圧⼒計、減圧弁等を設置して、必
ず適正な空気圧⼒（手元動圧）で使用してください。

● エアーコンプレッサ以外の動⼒源を使用しないでください。  
エアーツールはエアーコンプレッサによる圧縮空気を動⼒源とする工具です。 圧縮空気以外の高圧ガス
(酸素・アセチレンガス・プロパンガス等)を使用すると爆発の危険があります。       

● 適正なエアーホースを使用してください。  
エアーホースは耐油性で外面が耐摩耗性を有し、規定内径以上の作業空気圧⼒に適合したものを使用して
ください。また、⽼朽化したものや極端に⻑いものは使用しないでください。 （推奨⻑さ︓５ｍ以内）     

● エアーホース取付具は確実に取付けてください。  
取付け不備によりエアーホースが外れた場合、エアーの噴射によりエアーホースが飛び回り、非常に危険
ですので、エアーホース取付具はエアーホースおよびエアーツールに確実に取付けてください。

使用目的

安全性に関する警告・注意事項

警告

● 作業場は十分に明るくし、いつもきれいに保ってください。  
暗い作業場や散らかった作業場は事故のおそれがあります。照明等に留意し、整理整頓を心がけてくださ
い。  

● 爆発の危険性のあるところでは使用しないでください。  
エアーツールは引火や爆発のおそれがある場所では、危険ですので絶対に使用しないでください。

● 適正な服装で作業してください。  
ダブダブの服やネックレス等の装身具は着用せず、作業に適した服装で作業してください。  
また、⻑い髪の毛がエアーツールにかからないように、帽子等で覆ってください。         

● 作業保護具を使用してください。  
人体保護のため、作業に応じたヘルメット・保護メガネ・耳栓・防塵マスク・安全靴等の作業保護具を使
用してください。

■エアーツールの作動環境は、

警告

警告

■本書はご使用される方が、いつでも利用できる場所に⼤切に保管し、繰返しお読みください。
■本書および製品に貼付されている警告表示ラベルを紛失または汚損された場合は、弊社もしくはご購入の

販売店を通じ、速やかにお取り寄せの上、正しく保管または貼付してください。
■当製品を譲渡もしくは貸出される場合は、本書を必ず添付してください。

: 誤った取扱いをした時に、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。

: 誤った取扱いをした時に、使用者が障害を負う可能性が想定される内容、および物的損害のみ
の発生が想定される場合。

※「       注意」に記載した事項でも、状況によっては重⼤な結果に結びつく可能性があります。

警告
注意

■作業環境は、

■作業時の服装は、



● 指定された用途以外に使用しないでください。
指定用途以外への使用は事故の原因になりますので、絶対に⾏わないでください。

● 改造は絶対にしないでください。
改造を⾏っての使用は事故の原因になりますので、絶対に⾏わないでください。

● 部品を取外さないでください。
取付けてある部品やねじ類を取外しての使用は、事故の原因になりますので、絶対に⾏わないでください。

● 危険が予想される場合はエアーの供給を止め、エアーホースをエアーツールから外してくださ
い。
使用しない場合、または保守点検を⾏う場合、先端工具等の交換を⾏う場合、その他危険が予想される場合
は必ずエアーの供給を止め、エアーホースをエアーツールから外してください。

警告
■エアーツールを使用する場合は、

警告
■その他、

注意
■エアーツール使用時の基本的な注意事項について、

注意
■保守・点検・修理について、

● 作業は十分注意して⾏ってください。
軽率な⾏動や非常識な⾏動、および疲れている場合の使用等はけがや事故の原因となりますので、油断しな
いで⼗分注意して作業を⾏ってください。

● 関係者以外は近づけないでください。
作業場所には、作業関係者以外は近づけないでください。特に子供は危険です。

● 無理な使用は⾏わないでください。
過負荷での無理な使用は、エアーツールの破損や故障の原因となりますので、能⼒以内で使用するようにし
てください。

● 排気の方向には十分に注意してください。
事故や疾病の原因になりますので、排気が直接目や耳にあたらないように、排気方向に注意して使用してく
ださい。

● エアーツールの取扱いは丁寧に⾏ってください。
乱暴な取扱いは事故や故障の原因となりますので、エアーツールを投げたり落としたりして、衝撃を与えな
いようにしてください。

● エアーホースの取扱いは丁寧に⾏ってください。
エアーホースをエアーツールの支えや、上げ下げに使用しないでください。エアーホースの破損は事故の原
因となります。

● 高所作業時はエアーツールの落下に注意してください。
エアーツールの落下による事故を防止するため、高所での作業時は安全ワイヤの使用等の落下防止策を講じ
てください。

● 保管にも十分な配慮を⾏ってください。
使用しない場合は⼗分に手入れを⾏い、子供の手の届かない、乾燥した場所に保管してください。

● 使用前には必ず点検を⾏ってください。
使用前にはねじ部のゆるみや部品の損傷等がないか必ず点検してください。性能の低下や故障の原因となる
ばかりでなく、危険をともなうおそれがあります。 

● 保守・点検を必ず実施してください。
安全に効率良く作業していただくために、保守・点検を怠らないでください。

● 作業前・作業後はエアーフィルタ・エアーコンプレッサタンク内の水抜きを⾏ってください。
● 修理は弊社または弊社認定（指定）のサービス工場にご依頼ください。

修理は弊社または弊社認定（指定）のサービス工場に、お買い求めの販売店または代理店等を通じご 依頼く
ださい。お客様の勝手な処置により、事故や不⾙合が生じた場合は責任を負いかねますので、あらかじめご
了承ください。

● いつも安全に効率よくお使いいただくためにも、ご使用状況に応じた定期点検をおすすめしま
す。

● 加工物をしっかりと固定してください。
加工物の固定が不⼗分な場合、加工物が飛んでけがをするおそれがありますので、確実に固定して作業を⾏
ってください。

● 可動部に手や布きれ等を近づけないでください。
使用中は非常に危険ですので、可動部に手や布きれ等を絶対に近づけないでください。

● 適当に休憩を⾏ってください。
⻑時間の連続作業は疾病等の原因となりますので、適当に休憩を⾏ってください。また痛み等、身体に異常
を感じた場合は、直ちに使用を中止し、医師の診断を受け、その指示に従ってください。

● 無理な姿勢での作業は危険です。
エアーツールを確実に保持し、突発的な動きにも対応できるようにして、安定した作業姿勢で作業を⾏って
ください。

● 不意な始動を避けてください。
エアーホースを接続する場合は、始動スイッチが停止位置になっているかを確認してください。またエアー
ツールを持ち運びする場合は、始動スイッチに手をかけないでください。

● 電気に対して接触させないでください。
エアーツールは電気との接触に対し絶縁されていません。感電のおそれがありますので、電気に対し接触さ
せないように注意して使用してください。

● 異常を感じた場合は直ちに使用を中止してください。
使用中に異常を感じた場合は直ちに使用を中止して、点検・修理を依頼してください。



取扱い上の警告・注意事項

注意
■使用前に関して、

● エアーホース接続時はゴミ等の混入に注意してください。
エアーホースを本機に接続する際は、必ずゴミやドレンが出なくなるまでエアーブローを⾏ってください。 
またエアーホース接続部のゴミ等は必ず取り除いてから接続してください

● 取扱いに疑問のある場合は、メーカ又は販売店に必ず相談してください。
本機・付属品・周辺機器等の安全で正しい使い方に関して不明な点がある場合は、本機をエアーホースに接
続する前に必ず相談してください。

● 騒音に関する法規制に注意してください。
騒音に関しては、法令および各都道府県等の条例で定める規則があります。周囲に迷惑をかけないよう規制
値以下で使用されることが必要です。必要に応じて、遮音壁等を設けてください。

警告
■使用時に関して、

● 適正な空気圧⼒で使用してください。
規定圧⼒以上で使用すると研削砥石の最高使用周波数を超えて危険ですので、給気口の空気圧⼒が作動時
に必ず0.6MPa(Pe) を超えないようにしてください。減圧弁・圧⼒計の設置をおすすめします。

● 清浄で乾燥した圧縮空気を供給してください。
塵埃・ドレン等は故障及び事故の原因となりますので、清浄で乾燥した圧縮空気を供給するようにしてくだ
さい。エアードライヤ・エアーフィルタ等の設置をおすすめします。

● 注油は⼤切です。
注油を怠りますと錆や摩耗の発生により、故障の原因となるばかりでなく、事故のおそれがありますので、
エアーモータ部に1日2〜3回マシン油 ISO VG10を数滴給気口より補給してください。

● 騒音に注意してください。
騒音が作業者の位置で 85dB(A)を超える場合は、必ず耳栓を使用してください。また85dB(A)以下の場合に
ついても、耳栓を使用されることをおすすめします。

● 高速での空回し、急な発停の繰返しは絶対に避けてください。
先端研削工具が外れて飛ぶおそれがあるばかりでなく、焼付きや、部品の早期摩耗等故障の原因となります
ので、空回し・急発停は避けてください。
始動にあたっては必ず始動スイッチを徐々に開いてください。

● 回転中の先端研削工具には、手や布きれ等を近づけないでください。
使用中は非常に危険ですので、可動部に手や布きれ等を絶対に近づけないでください。

● 軍手を使用しないでください。
先端研削工具に巻き込まれるおそれがあり、非常に危険ですので絶対に使用しないでください。皮手袋を使
用されることをおすすめします。

● 始動スイッチを停止位置にして、先端研削工具の回転停止の確認が必要です。
始動スイッチを停止位置にしても、先端研削工具は「慣性」でしばらく回転しますので、完全に停止するま
で手を近づけたり、本機を置いたりしないでください。

● 研削・研磨等で粉塵が発生します。
研削・研磨する材料により、粉塵が多く発生する場合は、集塵機の設置等、作業者保護対策を実施してくだ
さい。又、排気の方向・粉塵の飛散方向には注意して、保護メガネを着用してください。

● 作業中の研削火花を直接、手・足等に触れさせないでください。又作業直後のワークは⼤変熱く
なっていますので、素手で触れないでください。

● 回転方向を必ず確認してから、作業を開始してください。
● 砥石カバーは正しい位置に確実に装着し、取外した状態では絶対に使用しないでください。
● 砥石破損により、砥石の飛散を受けた、砥石カバーは絶対に使用しないでください。

破損、異常摩耗、その他の異常の認められる砥石カバーは絶対に使用しないでください。

注意

警告
■先端工具の取付け、取替え時に関して、

● 適正な先端研削工具を使用してください。
・研削砥石の目視検査・打音検査を⾏い、割れ・ヒビ・摩耗度・表示ラベルの破損や、はがれがないものな

ど、異常がないことを確認してください。少しでも異常がある時は、絶対に使用しないでください。
・濡れたり、水もしくは他の液体に浸っていた先端研削工具は絶対に使用しないでください。
・本機には、切断砥石を絶対に使用しないでください。砥石カバーは切断砥石用ではありませんので、切断

砥石が破損したときにけがの原因になります。
・使用する研削砥石は、最高使用周速度72m/s（4300m/min）以上の正規の砥石を取付け、正しい使用側

面で研削してください。
● 砥石取付けの為の、受け⾦具・押さえ⾦具等の固定⾦具は必ず付属の物を使用ください。

寸法の合わない砥石を取付ける為にカラー・ブッシュ等を使用したり、押さえ⾦具を削る等の改造は絶対に
⾏わないでください。

● エアーホースを必ず取外してください。
先端研削工具の取付け・取替え時は必ず圧縮空気の供給を止め、エアーホースを取外してから⾏ってくださ
い。万一誤って作動した場合危険です。
なお、自動的に空気を遮断する保護装置（カップリング等）を使用していない限り、エアーホースを取外す
場合、まず元コックを閉め、エアーホースへの空気の供給を止め、次に本機の始動スイッチを押して、バル
ブを開き、エアーホース内の残留空気を排出してから⾏ってください。

● 異常時の点検・交換。
先端研削工具は回転体の重量バランスが非常に重要です。従って重量バランスが崩れ、通常より異常な振動
が発生した時は直ちに使用を中止し、点検してください。



エアーグラインダーを安全にご使用いただくために

●研削砥石の最⼤径が50mm以上のエアーグラインダーには、砥石カバーを取付けなければなりません。砥石カバーは
正しい位置に確実に装着し、取外した状態では絶対に使用しないでください。

                  （研削盤等構造規格第３章参照）（労働安全衛生規則第117条）
●作業前１分間の試運転、研削砥石取替え後３分間の試運転を安全な場所で⾏い、本機の動作に異常のないことを確認

してください。 （労働安全衛生規則第118条）
●規定寸法、規定周速度の研削砥石が本機の仕様に適合して取付けられていることを確認してください。砥石に表示さ

れている周速度や回転速度以内で使用してください。 （労働安全衛生規則第119条）
●研削砥石の側面での使用は絶対にしないでください。

但し、側面使用目的のものは除きます。
（労働安全衛生規則第120条）

●研削砥石の取付け・取替えは、教育訓練を受けた⼗分な資格のある熟達した人により⾏われ、点検・テストを⾏わな
ければなりません。 （労働安全衛生規則第36条）（労働安全特別教育規定第1条、第2条）

●砥石の取扱いは「ころがすな・落とすな・ぶつけるな」の三原則を守ってください。

エアーグラインダーは砥石等にて、研磨、研削を⾏う為の工具です。指定以外の用途でのご使用は
重⼤な事故につながるおそれがありますので労働安全衛生規則の定めに従ってご使用ください。

エアーグラインダーの操作上の注意点

●衝撃を与える取扱いや過度に押し付けるような使用は避けてください。
●先端研削工具の取付径と押さえ⾦具の穴径が、使用工具に適合している物を使用してください。
●先端研削工具の砥石径が、使用工具に適合しているものを使用してください。

注意

●先端工具（研削砥石）の装着は、以下の手順で⾏ってください。
①先端工具（研削砥石）の穴径と押さえ⾦具の径が合っていることを確認します。
②ロックピンボタンを押し受け⾦具を回し、固定される位置を探します。
③押さえ⾦具を先端工具（研削砥石）と受け⾦具に挿入します。押さえ⾦具の

切り欠きを受け⾦具のピンに合わせ、先端工具（研削砥石）に密着させます。
④砥石押さえボルトで軽く留めます。
⑤ロックピンボタンを押しながら、砥石押さえボルトを

六角棒スパナ（付属品）でしっかり締付けてください。

●始動方法
◎レバー式の操作方法
①セーフティレバーのストッパーをONの方向へ押すと

セーフティ機構が解除されます。
②その状態でレバーを握ると回転を開始します。また

レバーを放せば、自動的にロックされます。

◎グリップ式の操作方法
①ロータリスイッチをONの方向へ押すと

セーフティ機構が解除されます。
②その状態で開の方向へ回すと回転を開始します。

● Ｄハンドル取付け方法
①Ｄハンドルにナットをねじ込みます。
②そのＤハンドルをモータケース端面までねじ込みます。

 ②Ｄハンドルを持ち、ナットを板スパナ(付属品）で
  しっかり固定してください。

ロックピンボタン

押す
受け⾦具

先端工具（研削砥石）

押さえ⾦具

砥石押さえボルト

六角棒スパナ

押さえ⾦具

穴径（Φ22）

砥石径
受け⾦具

ON セーフティ機構解除方向
ON セーフティ機構解除方向

開

閉
セーフティレバー

ロータリスイッチ

使用禁止

使用禁止

板スパナ

開

Ｄハンドル

ナット



本体付属品︓カップリングプラグ３０PM、六角棒スパナ、板スパナ19･21HEX両口・・・各１個

   ※研削砥石（Φ180）は、製品本体に付属いたしませんので、別途ご購入ください。 

減圧弁（3/8） パイプ（1/2）

ウオーターセパレータ（3/8）

フィルター（3/8）

標準使用空気圧⼒ 0.6MPa（Pe）

カップリングソケット

カップリングプラグ

エアーホース内径Φ9.5）

カップリングプラグ

（付属品︓30PM）

■配 管

■各部名称

■仕 様

■付属品

※付属品・仕様は、予告なく変更することがあります。予めご了承下さい。

取扱説明書、本体注意ラベル等の注意書に従って、正常な使用状態で
保証期間内（納入後１８０日以内）に故障した場合は、弊社の責任に於
いて無償にて修理、取替え、交換部品の送付をさせていただきます。

但し、二次的に発生する損失の補償および次の場合に該当する故障は
保証いたしません。
（1）使用上の誤り、保守点検、保管等の義務を怠った為に発生した故

障および損傷。
（2）弊社以外で分解・修理・改造され、それが原因で発生した故障お

よび損傷。
（3）消耗品が損傷し、取替えを要する場合。
（4）地震・火災・風水害その他天災地変等、外部に要因がある故障お

よび損傷。
（5）指定された純正部品をご使用されなかった事に起因する場合。
（6）設置（取付け）に原因がある故障および損傷。

製品保証規定

保証請求方法

保証期間後の修理

 上記規定に基づき、本製品の保証請求を⾏う場合は、お買上げの販売
会社までご一報ください。販売会社に於いて必要な手続きを実施いたし
ます。尚、保証の要否は、⼤変勝手ながら弊社に於いて判断させていた
だきますのでご了承ください。

 お買い上げの販売会社にご相談ください。修理により機能が維持出来
る場合は、お客様のご要望により、有料修理させていただきます。

工場でのライン作業など、連続⻑時間使用による故障および損傷は、
保証の対象外とさせていただきます。

KAG-70（レバー式） KAG-70G（グリップ式）

始動スイッチ

（セーフティレバー）

Rc3/8ホース接続口及び注油口
始動スイッチ

（ロータリスイッチ）

砥石カバー

Dハンドル

ロックピンボタン

排気口（方向可変）

砥 石 砥 石 全 ⻑ 質 量 最 ⼤ 空 気 * 振 動 値 ａ 使 用 使 用 エ ア ー
サ イ ズ 穴径 （ 砥 石 無 し ） （ 砥 石 無 し ） 回 転 速 度 消 費 量 （３軸 合成 値） コンプレッサ ホ ー ス ( 内 径 )

ｍｍ mm mm kg rpm m3(Normal)／min m/s2 ｋW mm

KAG-70 280 2.6

KAG-70G 240 2.4
5.6 9.5180 22 6,500 0.84 4.4

      諸元
 機種

○非駆動時空気圧⼒0.6MPa(Pe)のデータです。*周波数補正振動加速度実効値の3軸合成値です。（厚生労働省局⻑通達（基発0710第３号）を受けたもの）
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■営業所

■部品図

■部品表
符号 部品名称

一台分

員数
符号 部品名称

一台分

員数
符号 部品名称

一台分

員数
符号 部品名称

一台分

員数

KAG-70/70G

1 モータケース 1

2 フェルト 2

3 従歯車 1

4 スペーサ 1

5 深溝玉軸受 1

6 主軸 1

7 平行キー 1

8 平行キー 1

9 フェルトリング 1

10 押さえねじ 1

11 受け金具 1

12 押さえ金具 1

13 砥石押さえボルト 1

14 砥石カバー 1

15 ＷＡ六角穴付きボルト 1

16 Ｄハンドル 1

17 ロックピン 1

18 ロックピンナット 1

19 ロックピンスプリング 1

20 ロックピンボタン 1

21 Ｏリング 1

22 カラー 1

23 マフラ 1

24 排気弁 1

25 排気スプリング 1

26 排気カバー 1

27 平座金 1

28 六角穴付きボタンボルト 1

29 ニードルベアリング 1

30 ハウジングカバー 1

31 型式シール 1

32 Ｏリング 1

33 動歯車 1

34 深溝玉軸受 1

35 下エンドプレート 1

36 シリンダ 1

37 スプリングピン 2

38 ロータ 1

39 平行キー 1

40 ブレード 4

41 上エンドプレート 1

42 深溝玉軸受 1

43 ガバナ 1

44 スチールボール 3

45 ニードルローラ 1

46 プランジャ 1

47 ガバナスプリング 1

48 シム 1

49 ガバナスプリング受け 1

50 ナット 1

【レバー式専用部品】
51 締付ナット 1

52 ロックナット 1

53 Ｏリング 1

54 給気ケース 1

55 Ｏリング 1

56 ねじスリーブ 1

57 Ｏリング 1

58 Ｆ棒 1

59 Ｆスプリング 1

60 Ｏリング 1

61 Ｒ弁 1

62 止め輪 1

63 セーフティレバー 1

64 スプリングピン 1

【グリップ式専用部品】
65 中蓋 1

66 ガバナケース 1

67 スプリングピン 1

68 スイッチスプリング 1

69 ロータリスイッチ 1

70 ロータリバルブ 1

71 ニードルローラ 1

72 スプリング 1

73 ねじスリーブ 1


